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紙芝居お話し
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	タイトル
	喜びと祝福の御子、イエス様
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	今からずーっと昔、二千年以上前のことです。ガリラヤのナザレという町に、マリヤという女の人がいました。マリヤは神様を心から信じている人で、もうすぐヨセフと結婚することになっていました。そのマリヤのところに、ある日天使が現れました。
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	「おめでとう。あなたはもうすぐ男の子を生みます。その子にイエスという名前をつけなさい。」天使はマリヤ、に言いました。マリヤはびっくりしました。「どうしてですか？私はまだ結婚していません。」天使は言いました。「聖霊があなたにくだり、神様の力があなたをつつみます。生まれる赤ちゃんは神の子とよばれます。」マリヤは「おことばどおりになりますように」と返事をしました。

	
	ｃ
	
	

	Ⅱ
	ａ
	[image: image3.jpg]



	そのことがあってすぐ、マリヤは親せきのエリサベツのところへ行きました。エリサベツは、年をとっていましたが、神様の力によって赤ちゃんが与えられたばかりでした。
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	エリサベツがマリヤに会ったとき、よろこびでいっぱいになりました。「神様が言われたことは必ず本当になると信じた人は、何と幸せなんでしょう！」
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	それを聞いて、マリヤの心の中もよろこびでいっぱいになりました。「私は神様を心からほめたたえます。私を通して神様がすばらしいことをしてくださるとわかったからです。」
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	イエスさまは神様からのプレゼントです。イエスさまは私たちによろこびを与えるために生まれてくださいました。イエスさまがお生まれらなったクリスマスを、心からよろこぶことができるようにお祈りしましょう。
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使用方法
· 教案ガイドのイラストをプリントアウトして、裏面にお話しを記載する
· 聖書を熟読し、教案ガイドの教師ノートを参照すること

